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●どんな研究なの？ 

私たち地学部では、姶良 Tn 火山灰の降灰した頃の環境はどのようなものだった

のかということを調べました。姶良 Tn 火山灰とは、今からおよそ 2.6～2.9 万年

前に姶良カルデラ（現在の鹿児島湾）の形成にまつわる噴火のときに飛来してき

た火山灰で、九州～東北地方の広い範囲に降灰しました。2.6～2.9 万年前はちょ

うど最終氷期とよばれる寒冷期に相当します。私たちはこの姶良 Tn 火山灰を地

層の目印にし、さまざまな標高で最終氷期の花粉化石を地層中から採集し、当時

の植生を明らかにし、古環境の復元を試みました。 


